
和気町議会だより

和気町議会だより 令和7年4月25日発行第76号

Information

　
各
地
で
の
山
火
事
発
生
に
恐
れ

と
脅
威
を
感
じ
た
方
は
多
い
で

し
ょ
う
。岡
山
市
で
も
過
去
最
大
規

模
の
山
火
事
と
な
り
ま
し
た
。自
然

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
す

る
と
と
も
に
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
３
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、議
長

を
は
じ
め
、各
委
員
会
、組
合
議
会

の
顔
ぶ
れ
が
一
新
し
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
す
べ

く
、和
気
町
の
た
め
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

　（
山
田 

浩
子
）

編
集
後
記

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyoseijoho/wakichogikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

和気町議会

第76号
令和7年
3月定例会

❹ 令和7年度 主要事業について　❽ 質疑と答弁　10 委員長報告　12 一般質問
❷ 新しい議会の構成が決まりました

「春を彩る町木」

今月の表紙

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町内
議会広報編集委員会
町木である桜が、町内を鮮やかに彩りました。桜を
様 な々角度から楽しんでもらうために、今回は写真を
盛り沢山にしてみました。

一部加工・トリミングして掲載しています。

受賞おめでとうございます
全国町村議会議員特別表彰

当 瀬 万 享　議 員

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表
紙になります！発行月（1、4、7、10 月）にふさ
わしい町民の笑顔やイベント行事などの写
真をお送りください。採用になったお写真は
『議会だより』表紙に掲載するとともに、誌面
で紹介させていただきます。また、和気町ＰＲ
グッズを差し上げます。
＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページをご覧いただくか、事務局までお問い合わせください。

写真はイメージです。

表紙写真を募集しています



　この度、議員皆様のご推挙により、議長の要職に就
くことになりました。
大役をいただき責任の重さを痛感いたしているところ
であります。
　議会は二元代表制の一翼を担う立場でありますこ
とから、町民ニーズを的確に把握し、町政に反映する
ことを大きな使命と捉え、公正公平かつ円滑な議会運
営と議会のさらなる活性化に努め、町民全体の福祉と
本町のさらなる発展を目指し、全力を尽くしてまいる所
存でございます。
　本町におきましても、人口減少対策、子育て支援、防
災・減災等、取り組むべき喫緊の課題が山積しており
ます。
　このような課題の解決に向けた取り組みを迅速かつ
着実に進めるべく、議会でしっかりと議論を深めなが
ら、執行部と両輪となって「人と地域が輝く 晴れの国
の 和気あいあいのまち」を目指し、誠心誠意努めてま
いります。
　町民の皆様におかれましては、町議会に対し、より
一層のご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げ
ます。

議長

広　瀬　正　男

　この度、議員皆様のご推挙により、副議長の要職
に就くことになりました。
　誠に光栄でありますとともに、その重責に身が引き
締まる思いであります。
　今後は議長の補佐役はもとより、議会の円滑な運
営を図り、議会活性化の一 翼を担いたいと考えて
おります。
　昨今、議会の役割や責務が拡大し、今まで以上
に責任ある議会活動が求められています。我々議
員は町民の皆様から選ばれた責任の重さを肝に銘
じ、多様化する住民ニーズを的確に把握し、真摯に
対応していくことが最も重要であります。
　幅広い皆様の声をしっかり聞き届け、本町のより
一層の発展に寄与したいと考えております。
　今後とも町民の皆様の温かいご支援ご指導をお
願い申し上げます。

新しい議会の構成が決まりました

副議長

從　野　　勝

後列／神﨑良一　山本泰正　我澤隆司
前列／広瀬正男　◎山本　稔　○山田浩子

後列／西中純一　当瀬万享　
前列／從野　勝　◎居樹　豊　○山野英里

後列／居樹　豊　山本　稔　西中純一
前列／山野英里　◎我澤隆司　○山田浩子

後列／居樹　豊　山本　稔　当瀬万享
前列／從野　勝　◎山本泰正　○神﨑良一
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総務文教常任委員会厚生産業常任委員会

議会広報編集委員会 議会運営委員会

就任のご挨拶

◎委員長　○副委員長
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主要事業について令和7年度

3月議会の
動画一覧は
こちら

一 般 会 計

町制施行２０周年
記念式典

247万円

現在の和気町が誕生して、令和８年３月１日に町制施行
２０周年を迎えるにあたり、町制施行を記念する式典を
開催する。

乳幼児健診
ＤＸ化事業

1,009万円

乳幼児健診の実施にあたり、問診票と健診結果をデジ
タル化し、業務の効率化を図る。

小中学校給食費
無償化事業

5,447万円

児童生徒の給食費全額を町費で負担し、子育て世代の
負担軽減を図る。

藤公園藤棚
更新事業

7,973万円
棚は建築から３５年以上が経過し、老朽化が進んでいる
ことから更新工事を実施する。

和気鵜飼谷温泉
省エネ改修及び太陽光発電
設備等導入事業
6億6,297万円

公共施設の地球温暖化対策を推進し、温室効果ガスと
光熱費の削減を図る。

和気駅地下道内水道管
布設工事

5,000万円

企 業 会 計

地下道を利用し南北を結ぶ横断管を布設することによ
り、水道の安定供給を図る。

下水道管路施設
点検調査診断業務

2,400万円

管路は供用開始から３０年以上経過し、老朽化が懸念さ
れるため状況調査を実施する。

請願・陳情
審査結果提出者内　容請願・陳情

全会一致で
趣旨採択請願 和気・備前革新懇

会長　田口　豊作食料・農業政策の見直しを国に要請する請願書

全会一致で
趣旨採択請願 岡山県労働組合会議

議長　山本　泉
「最低賃金全国一律制への法改正を求める意
見書」採択を求める請願

趣旨採択
全会一致で陳情

ハラスメントから職員を守る
岡山県民の会
代表　杉山　富之

政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を
求める陳情書

審議された内容 組合名

和気・赤磐し尿処理施設
一部事務組合

和気老人ホーム組合

①令和６年度補正予算を決定しました。

②令和７年度予算を決定しました。

③和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合議会議員の議員報酬、費用弁償及
び和気・赤磐し尿処理施設一部事務組合特別職の報酬、費用弁償に関す
る条例の一部改正を行いました。

①令和６年度補正予算を決定しました。

②令和７年度予算を決定しました。

（令和７年２月３日開催）

和気町・赤磐市の一部の事務を共同で行うため、一部事務組合を設置しています。
一部事務組合の議会は、構成する和気町・赤磐市の議会から選出された議員が、予算や決算等について審議します。

一部事務組合議会

こんなことが決まりました3 月 議会定例会
令和7年3月7日～24日
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議案第32号　令和7年度和気町一般会計予算に関する討論

原案に賛成 修正案に賛成

山本 泰正 議員
　産業振興施設整備事業は、コミュニティの核である山田
小学校が廃校となり非常に、さみしい思いをしている地域であ
ること。また、風光明媚な場所であることから来訪者の集客と
併せ、最適であると考えられる。
　現時点での基本計画では、ふれあいの場のみなならず、買
い物支援施設・災害時の避難場所としての機能を持った施
設でもあり当山田地域にとって必要不可欠な施設であり多く
の地域住民も喜んでおり、賛成するものだ。
　産業振興施設整備事業基本計画予算については令和５
年度に全会一致で可決されている。今定例会の全員協議会
で基本計画の詳細な説明もあり、今回実施に向けた予算と
して設計委託料及び用地購入費が提案された。
　先般の本会議の質疑においても、特に反対意見もなく委
員会付託された。厚生産業委員会においては、修正案が提
出され、執行部への批判もあったものの一方的な意見だった。
　本件は、佐伯地域の１８地区の区長さん全員の請願要請
に当時の佐伯地域の３名の議員の紹介のもと全会一致で
採択されている。請願を採択した以上、議会はその実現に向
け最善の努力をすべきであり、政治的・道義的責任を負うと、
議員必携にも記載されているところだ。請願というものは、住
民の要望を議員が紹介者になり執行部に対し事業実施する
よう後押しするものだ。全会一致で採択した案件を、執行部
が実施へ向けて予算化したものを反対するなど到底考えられ
ない。
　以上のことから、産業振興施設の整備を進めるべく原案に
賛成する。

居樹 豊 議員
　少子高齢化により過疎化が進む佐伯地域においては、買
い物、地域交通など日常生活の利便性向上と地域コミュニ
ティの拠点として複合施設の開設がこれまで要望されてきて
いる。
　本町にとって佐伯地域の地域資源を生かした観光振興に
よる賑わい創出は喫緊の課題であり、こうした施策の推進の
ための地域交流施設は、ぜひとも必要であると考える。しかし、
今回事案については、本会議でも特に質疑もなく、この施設
は必要ないと関連予算を削除する修正案が提出された。修
正案の提出理由は説得力に欠け、これまでの議論経過を踏
まえず、初めから反対ありきとは思ってはいないが、十分議論
を尽くしてこそ、議会本来の在り方であり、佐伯地域の振興、
活性化について真剣に議論していくことが必要であると考え
ている。
　以上、産業振興施設の整備に賛成の立場から、原案賛成
の討論とする。

我澤 隆司 議員
　地域振興策は重要だ。しかし、今回の提案はアイデア
にも乏しく、運営のめども立っていない。
　令和５年に予算化された基本計画業務作成委託
料６２９万円の結果が提出されたのは、この３月議会の
全員協議会だ。同日に令和７年度の土地購入費、実施
設計委託料などの5,６０１万1,０００円が上程された。こ
れでは判断ができない。
　内容も斬新さはない。テナント３店を予定とあるが何も
決まっていない。地元の生産者組合などの動きも感じら
れない。
　この地域に産業振興施設が必要なら、町所有の耐震
化された地域のシンボルでもある旧山田小学校跡地の活
用を図るべきではないか。避難所にも指定されており、より
安全な大型複合施設になる。
　財政的な観点からいえば、和気鵜飼谷温泉でさえ、長
年の努力にもかかわらず、６年度は２億円以上、７年度も
9,０００万円の赤字が想定されている。人口減少局面で、
これ以上継続的な町への財政負担とともに人的な負担を
かけるべきではないと考える。
　以上の趣旨から、修正案への賛成討論とする。

山田 浩子 議員
　基本計画の中に収支計画が示されていない。
　また、貸テナントを計画しているが、入ってくれそうな業
者もわからない。有機農産物、地元野菜の販売について
も、どういった体制でするのかヒアリングもされていない。サ
イクリングコースや登山コースとの連携ともあるが、土日、
休日は来客が多いかもしれないが、平日やシーズンオフの
集客が少なくなる日に、どのような運営をしていくのか、そう
いったところが全く見えてこない。
　総事業費約５億円という高額な予算が必要である事
業にしては、現在の計画ではあまりにも議論が深まって
いないと考える。執行部、担当課の熱意も、今ひとつ感じ
られない。
　このような現状で、今回の用地買収、実施設計委託料
の予算を計上するのは時期尚早ではないか。もっと議論を
深めるべき。よって、修正案に賛成する。

　　　

令和７年度 和気町一般会計予算（修正動議の修正案）
修正動議
人権条例に基づく隣保館管理費、集会所管理費、人権推進費などを含めた
2,304万円余りを、令和7年度和気町一般会計予算から削除する修正案を提出
する動議。

令和７年度 和気町一般会計予算（厚生産業常任委員会修正案）
※賛否同数により、議長採決となった。

令和７年度 和気町一般会計予算（修正案以外の原案）

議　案　等　の　名　称
当
瀬
万
享

西
中
純
一

山
本
泰
正

居
樹

　豊

山
本

　稔

神
﨑
良
一

我
澤
隆
司

山
田
浩
子

山
野
英
里

從
野

　勝

※賛否が分かれた議案のみ掲載賛否の状況

産業振興施設予算を削除

設計委託料、用地鑑定委託料・・・・・・・・・・4,778万円
用地購入費（8筆、約3,500㎡）・・・・・・・・・・・・・・・822万円

３月議会定例会において、佐伯地域に産業振興施設を建設するための、委託料と用地購入費の予算が削除されました。

●産業振興施設の目的は？
　過疎化が進む佐伯地域に、日常生活の利便性を向上させ、地域交流の拠点を整備して、観光情報や有機農産物のＰＲを行
う施設を整備します。

●予定地はどこ？
　旧山田小学校付近の国道３７４号線沿いです。

●どれくらいの費用がかかるの？
　設計、用地購入、建設費を含めて約５億円です。過疎対策事業債を活用します。

●主な意見
　・日常生活の利便性の向上に必要だ。
　・片鉄ロマン街道など観光資源を生かせた賑わいが創出できる。
　・請願を全会一致で採択しているので進めるべきだ。
　・テナント誘致の具体的な案や収支計画が示されていない。
　・旧山田小学校を活用すべきだ。
　・５億円の事業費なのでもっと議論を深めるべきだ。

●審査経過
厚生産業常任委員会で、関係予算を削除する修正案が提出され、賛成多数で可決されました。議員全員で出席する本会議で
は、修正案と原案を審査した結果、修正案賛成５名、修正案反対５名となり議長採決により修正案が可決されました。
賛否の状況と各討論の内容は次のとおりです。

議会
討論

議会
討論

産業振興施設建設予定地

6



議案第32号　令和7年度和気町一般会計予算に関する討論

原案に賛成 修正案に賛成

山本 泰正 議員
　産業振興施設整備事業は、コミュニティの核である山田
小学校が廃校となり非常に、さみしい思いをしている地域であ
ること。また、風光明媚な場所であることから来訪者の集客と
併せ、最適であると考えられる。
　現時点での基本計画では、ふれあいの場のみなならず、買
い物支援施設・災害時の避難場所としての機能を持った施
設でもあり当山田地域にとって必要不可欠な施設であり多く
の地域住民も喜んでおり、賛成するものだ。
　産業振興施設整備事業基本計画予算については令和５
年度に全会一致で可決されている。今定例会の全員協議会
で基本計画の詳細な説明もあり、今回実施に向けた予算と
して設計委託料及び用地購入費が提案された。
　先般の本会議の質疑においても、特に反対意見もなく委
員会付託された。厚生産業委員会においては、修正案が提
出され、執行部への批判もあったものの一方的な意見だった。
　本件は、佐伯地域の１８地区の区長さん全員の請願要請
に当時の佐伯地域の３名の議員の紹介のもと全会一致で
採択されている。請願を採択した以上、議会はその実現に向
け最善の努力をすべきであり、政治的・道義的責任を負うと、
議員必携にも記載されているところだ。請願というものは、住
民の要望を議員が紹介者になり執行部に対し事業実施する
よう後押しするものだ。全会一致で採択した案件を、執行部
が実施へ向けて予算化したものを反対するなど到底考えられ
ない。
　以上のことから、産業振興施設の整備を進めるべく原案に
賛成する。

居樹 豊 議員
　少子高齢化により過疎化が進む佐伯地域においては、買
い物、地域交通など日常生活の利便性向上と地域コミュニ
ティの拠点として複合施設の開設がこれまで要望されてきて
いる。
　本町にとって佐伯地域の地域資源を生かした観光振興に
よる賑わい創出は喫緊の課題であり、こうした施策の推進の
ための地域交流施設は、ぜひとも必要であると考える。しかし、
今回事案については、本会議でも特に質疑もなく、この施設
は必要ないと関連予算を削除する修正案が提出された。修
正案の提出理由は説得力に欠け、これまでの議論経過を踏
まえず、初めから反対ありきとは思ってはいないが、十分議論
を尽くしてこそ、議会本来の在り方であり、佐伯地域の振興、
活性化について真剣に議論していくことが必要であると考え
ている。
　以上、産業振興施設の整備に賛成の立場から、原案賛成
の討論とする。

我澤 隆司 議員
　地域振興策は重要だ。しかし、今回の提案はアイデア
にも乏しく、運営のめども立っていない。
　令和５年に予算化された基本計画業務作成委託
料６２９万円の結果が提出されたのは、この３月議会の
全員協議会だ。同日に令和７年度の土地購入費、実施
設計委託料などの5,６０１万1,０００円が上程された。こ
れでは判断ができない。
　内容も斬新さはない。テナント３店を予定とあるが何も
決まっていない。地元の生産者組合などの動きも感じら
れない。
　この地域に産業振興施設が必要なら、町所有の耐震
化された地域のシンボルでもある旧山田小学校跡地の活
用を図るべきではないか。避難所にも指定されており、より
安全な大型複合施設になる。
　財政的な観点からいえば、和気鵜飼谷温泉でさえ、長
年の努力にもかかわらず、６年度は２億円以上、７年度も
9,０００万円の赤字が想定されている。人口減少局面で、
これ以上継続的な町への財政負担とともに人的な負担を
かけるべきではないと考える。
　以上の趣旨から、修正案への賛成討論とする。

山田 浩子 議員
　基本計画の中に収支計画が示されていない。
　また、貸テナントを計画しているが、入ってくれそうな業
者もわからない。有機農産物、地元野菜の販売について
も、どういった体制でするのかヒアリングもされていない。サ
イクリングコースや登山コースとの連携ともあるが、土日、
休日は来客が多いかもしれないが、平日やシーズンオフの
集客が少なくなる日に、どのような運営をしていくのか、そう
いったところが全く見えてこない。
　総事業費約５億円という高額な予算が必要である事
業にしては、現在の計画ではあまりにも議論が深まって
いないと考える。執行部、担当課の熱意も、今ひとつ感じ
られない。
　このような現状で、今回の用地買収、実施設計委託料
の予算を計上するのは時期尚早ではないか。もっと議論を
深めるべき。よって、修正案に賛成する。

　　　

令和７年度 和気町一般会計予算（修正動議の修正案）
修正動議
人権条例に基づく隣保館管理費、集会所管理費、人権推進費などを含めた
2,304万円余りを、令和7年度和気町一般会計予算から削除する修正案を提出
する動議。

令和７年度 和気町一般会計予算（厚生産業常任委員会修正案）
※賛否同数により、議長採決となった。

令和７年度 和気町一般会計予算（修正案以外の原案）
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※賛否が分かれた議案のみ掲載賛否の状況

産業振興施設予算を削除

設計委託料、用地鑑定委託料・・・・・・・・・・4,778万円
用地購入費（8筆、約3,500㎡）・・・・・・・・・・・・・・・822万円

３月議会定例会において、佐伯地域に産業振興施設を建設するための、委託料と用地購入費の予算が削除されました。

●産業振興施設の目的は？
　過疎化が進む佐伯地域に、日常生活の利便性を向上させ、地域交流の拠点を整備して、観光情報や有機農産物のＰＲを行
う施設を整備します。

●予定地はどこ？
　旧山田小学校付近の国道３７４号線沿いです。

●どれくらいの費用がかかるの？
　設計、用地購入、建設費を含めて約５億円です。過疎対策事業債を活用します。

●主な意見
　・日常生活の利便性の向上に必要だ。
　・片鉄ロマン街道など観光資源を生かせた賑わいが創出できる。
　・請願を全会一致で採択しているので進めるべきだ。
　・テナント誘致の具体的な案や収支計画が示されていない。
　・旧山田小学校を活用すべきだ。
　・５億円の事業費なのでもっと議論を深めるべきだ。

●審査経過
厚生産業常任委員会で、関係予算を削除する修正案が提出され、賛成多数で可決されました。議員全員で出席する本会議で
は、修正案と原案を審査した結果、修正案賛成５名、修正案反対５名となり議長採決により修正案が可決されました。
賛否の状況と各討論の内容は次のとおりです。

議会
討論

議会
討論
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①
農
業
委
員
の
農
業
経
営
の
状
況
欄

に
記
載
が
な
い
が
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
。

②
農
業
を
し
て
い
な
く
て
も
、
農
業
委
員

に
な
れ
る
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
①
農
業
経
営
の
状
況
は
、
農
地
を
５
ア
ー

ル
所
有
し
て
い
る
。担
い
手
に
任
せ
て
い
る
の

で
、こ
こ
は
表
示
は
し
て
い
な
い
。

②
法
が
改
正
さ
れ
、
農
地
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
農
業
委
員
に
な
れ
る
。

　 
町
の
自
主
財
源
で
一
番
大
き
な
固
定
資

産
税
が
３
０
０
０
万
円
以
上
増
え
て
い
る

要
因
は
何
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
大
き
く
変
動
が
あ
っ
た
の
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
償
却
資
産
で
課
税
標
準
が
１
億

円
以
上
の
新
た
な
投
資
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　 

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
金
２
億
２
２

９
８
万
円
の
内
容
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
各
自
治
体
ご
と
で
電
算
シ
ス
テ
ム
の
委

託
業
務
を
し
て
い
た
も
の
を
、
国
の
指
導

の
下
で
電
算
事
務
の
標
準
化
を
全
国
的
に

進
め
て
お
り
、国
か
ら
の
補
助
金
と
し
て
こ

の
事
業
に
対
し
て
手
当
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　 

町
税
の
滞
納
額
1
2
0
0
万
（
町
税
収

入
の
0
・
8
％
）
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
し

て
い
く
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
督
促
状
を
送
る
な
ど
、時
効
を
停
止
す
る

措
置
を
取
っ
て
い
る
。ま
た
、預
金
、年
金
、生

命
保
険
等
の
差
し
押
さ
え
も
実
施
し
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

　 

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
の
取

り
組
み
は
い
い
が
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
お

弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
る
場
合
の
対
応
は
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
は
課
題
で
も
あ
り
、今
後
、検
討
し
て
い
き

た
い
。

　 

委
託
料
が
4
7
7
8
万
円
、
土
地
購
入

費
が
8
2
2
万
円
の
予
算
は
、
旧
山
田
小

学
校
前
に
予
定
し
て
い
る
産
業
振
興
施
設

の
予
算
だ
と
思
う
が
、
直
営
で
実
施
し
よ

う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
農
産
物
を
出
荷
し

た
ら
手
数
料
を
取
る
の
か
。ま
た
、
い
つ
開

業
す
る
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
テ
ナ
ン
ト
の
貸
し
出
し
を
基
本
に
考
え
て

い
る
の
で
、
実
施
設
計
の
段
階
で
、
有
力
な

店
舗
、
業
者
の
ほ
う
を
探
し
て
い
き
た
い
。出

荷
に
伴
う
手
数
料
は
取
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。開
業
は
令
和
１０
年
度
を
目
指
し
て
い
る
。

　 

発
掘
調
査
費
３
５
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
が
藤
野
の
続
き
を
す
る
の
か
。

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
発
掘
調
査
そ
の
も
の
は
終
わ
っ
て
い
る

が
調
査
報
告
書
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
。そ
の
調
査
報
告
書
作
成
業
務
の
委
託

料
で
あ
る
。

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

その１ その2 その3質疑と答弁の動画は
こちらから！

令
和
６
年
度

和
気
町
一
般
会
計
補
正
予
算

居
樹 

豊 

議
員

固
定
資
産
税
の
大
幅
増
収
は

令
和
７
年
度

和
気
町
一
般
会
計
予
算居

樹 

豊 

議
員

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
金
と
は

從
野 

勝 

議
員

滞
納
額
を
減
ら
す
工
夫
は

山
田 

浩
子 

議
員

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
場
合
は

和
気
町
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命

神
﨑 

良
一 

議
員

農
業
委
員
の
要
件
は

　
無
償
化
と
い
う
こ
と
で
、不
公
平
感
が
な
い
、

き
め
細
か
い
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

意
見

西
中 

純
一 

議
員

産
業
振
興
施
設
の
手
数
料
は
取
る
の
か

山
本 

稔 

議
員

発
掘
調
査
費
３
５
０
０
万
円
は
ど
こ
か

　 

補
助
金
が
出
な
か
っ
た
場
合
、
３
億
円

を
か
け
て
ま
で
、今
、実
施
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
起
債
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。単

独
費
用
と
な
る
と
、
費
用
の
回
収
は
、
県
補

助
金
を
活
用
し
て
、
９
年
７
か
月
と
な
る
見

込
み
だ
。回
収
後
も
、
脱
炭
素
に
も
効
果
が

あ
り
、
温
泉
施
設
の
電
気
料
金
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　 

利
用
者
支
援
事
業
委
託
料
と
し
て

４
２
３
万
７
０
０
０
円
計
上
し
て
い
る
が
、

事
業
内
容
は
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
子
育
て
支
援
の
拡
充
の
た
め
に
、
身
近
な

場
所
で
の
相
談
や
情
報
提
供
、
助
言
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
行
う
。子
ど
も
ひ
ろ
ば
を
活

用
す
る
ほ
か
、
今
回
は
プ
レ
ー
カ
ー
を
導
入

す
る
。各
地
区
の
催
物
な
ど
へ
出
向
い
て
、親

子
の
相
談
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
す
る
。

　 

青
少
年
交
流
事
業
補
助
金
３
５
９
万
１

０
０
０
円
、
具
体
的
に
何
か
、
リ
ア
ル
な
国

際
交
流
が
始
ま
る
の
か
。そ
の
場
合
、
い
つ

誰
が
ど
こ
の
国
へ
行
く
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
遠
隔
交
流
を
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
学
校
へ
実
際
に
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
、

先
方
と
調
整
中
だ
。時
期
は
、
夏
休
み
期
間

を
想
定
し
て
い
る
。対
象
は
中
学
生
を
考
え

て
い
る
。

　 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
を
地
域
学

習
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
人
と
し
て
採
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
５
名
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。ま
た
、入
居
希
望
者
の
現
状
は
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
協
力
隊
５
名
が
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
と
し
て

決
定
し
て
い
る
。

既
に
１
名
は
１２
月
か
ら
、
４
名
は
３
月
か
ら

着
任
し
、準
備
を
進
め
て
い
る
。　
　

現
時
点
の
入
居
希
望
者
は
、在
校
生
８
名
と

新
入
生
８
名
の
１６
名
だ
。

　 

特
定
健
診
委
託
料
1
1
6
3
万
円
、
特

定
健
診
未
受
診
者
対
策
委
託
料
1
8
6
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、今
年
の
特
定
健
診
受

診
率
の
目
標
は
。ま
た
目
標
達
成
の
た
め

の
方
策
は
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
40
歳
か
ら
74
歳
の
2
3
0
0
人
が
対
象

で
、７
月
か
ら
１２
月
ま
で
個
別
健
診
、１
月
か

ら
２
月
ま
で
の
間
に
集
団
健
診
を
実
施
す

る
。特
定
保
健
指
導
で
は
、天
満
屋
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
事
業
部
と
連
携
し
て
、
運
動
指
導
に
よ

る
生
活
習
慣
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
。

受
診
率
の
目
標
は
42
％
を
目
指
し
た
い
。

　 

２
つ
の
診
療
所
の
予
算
、
利
用
者
も
減

少
し
て
、
診
療
日
も
減
っ
て
き
て
い
る
が
、

地
域
交
通
と
同
じ
で
、今
後
、ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。今
あ
る
施
設
を
大
事
に
し

て
、ま
ち
づ
く
り
し
て
い
く
の
か
、そ
れ
と

も
人
口
減
に
応
じ
て
、閉
じ
て
い
く
の
か
。

　 

太
田 
町
長

　
国
保
の
運
営
協
議
会
の
中
で
も
そ
の
よ

う
な
議
論
は
現
在
も
し
て
い
る
。塩
田
の
診

療
所
に
つ
い
て
は
、
赤
磐
市
の
診
療
所
に
引

き
継
ぐ
こ
と
も
議
論
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

経
費
の
観
点
、利
便
性
も
考
え
て
残
し
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

日
笠
の
診
療
所
は
、
今
年
度
か
ら
診
療
時

間
も
短
く
な
っ
た
。今
後
、
ど
う
す
る
か
は
、

運
営
協
議
会
の
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　 

曽
根
駐
車
場
の
工
事
は
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
駅
前
駐
車
場
の
整
備
は
必
要
な
い

の
か
。

　 

西
本 

産
業
建
設
部
長

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と

併
せ
全
体
整
備
計
画
の
中

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

山
本 

泰
正 

議
員

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
見
通
し
は

我
澤 

隆
司 

議
員

小
中
学
生
の
リ
ア
ル
な
国
際
交
流

が
復
活
す
る
の
か

当
瀬 

万
享 

議
員

太
陽
光
発
電
施
設
は
単
独
費
用

で
も
実
施
す
る
の
か山

野 

英
里 

議
員

利
用
者
支
援
事
業
委
託
料
と
は

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
健
全
運
営
に
向
け
努
力

さ
れ
て
い
る
が
、和
気
閑
谷
高
校
の
定
数
確
保

と
併
せ
最
善
の
努
力
を
再
度
お
願
い
し
た
い
。

意
見

令
和
７
年
度
和
気
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

西
中 

純
一 

議
員

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
の

改
善
方
向
は

令
和
７
年
度
和
気
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
予
算我

澤 

隆
司 

議
員

日
笠
診
療
所
、塩
田
診
療
所
の

今
後
を
ど
う
考
え
る
の
か

令
和
７
年
度
和
気
町

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

居
樹 

豊 

議
員

駅
前
駐
車
場
の
舗
装
は
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①
農
業
委
員
の
農
業
経
営
の
状
況
欄

に
記
載
が
な
い
が
ど
う
い
う
状
況
な
の
か
。

②
農
業
を
し
て
い
な
く
て
も
、
農
業
委
員

に
な
れ
る
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
①
農
業
経
営
の
状
況
は
、
農
地
を
５
ア
ー

ル
所
有
し
て
い
る
。担
い
手
に
任
せ
て
い
る
の

で
、こ
こ
は
表
示
は
し
て
い
な
い
。

②
法
が
改
正
さ
れ
、
農
地
を
持
っ
て
い
な
く

て
も
農
業
委
員
に
な
れ
る
。

　 

町
の
自
主
財
源
で
一
番
大
き
な
固
定
資

産
税
が
３
０
０
０
万
円
以
上
増
え
て
い
る

要
因
は
何
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
大
き
く
変
動
が
あ
っ
た
の
は
、
太
陽
光
発

電
設
備
の
償
却
資
産
で
課
税
標
準
が
１
億

円
以
上
の
新
た
な
投
資
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

　 

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
金
２
億
２
２

９
８
万
円
の
内
容
は
。

　 

海
野 

財
政
課
長

　
各
自
治
体
ご
と
で
電
算
シ
ス
テ
ム
の
委

託
業
務
を
し
て
い
た
も
の
を
、
国
の
指
導

の
下
で
電
算
事
務
の
標
準
化
を
全
国
的
に

進
め
て
お
り
、国
か
ら
の
補
助
金
と
し
て
こ

の
事
業
に
対
し
て
手
当
さ
れ
て
い
る
も
の

で
あ
る
。

　 

町
税
の
滞
納
額
1
2
0
0
万
（
町
税
収

入
の
0
・
8
％
）
を
ど
の
よ
う
に
減
ら
し

て
い
く
の
か
。

　 

豊
福 

税
務
課
長

　
督
促
状
を
送
る
な
ど
、時
効
を
停
止
す
る

措
置
を
取
っ
て
い
る
。ま
た
、預
金
、年
金
、生

命
保
険
等
の
差
し
押
さ
え
も
実
施
し
て
い
る
。

公
平
性
の
観
点
か
ら
し
っ
か
り
対
応
す
る
。

　 

小
中
学
校
給
食
費
無
償
化
事
業
の
取

り
組
み
は
い
い
が
、ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
で
お

弁
当
を
持
っ
て
き
て
い
る
場
合
の
対
応
は
。

　 

新
田 

教
育
次
長

　
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
へ
の
対

応
は
課
題
で
も
あ
り
、今
後
、検
討
し
て
い
き

た
い
。

　 

委
託
料
が
4
7
7
8
万
円
、
土
地
購
入

費
が
8
2
2
万
円
の
予
算
は
、
旧
山
田
小

学
校
前
に
予
定
し
て
い
る
産
業
振
興
施
設

の
予
算
だ
と
思
う
が
、
直
営
で
実
施
し
よ

う
と
い
う
こ
と
だ
が
、
農
産
物
を
出
荷
し

た
ら
手
数
料
を
取
る
の
か
。ま
た
、
い
つ
開

業
す
る
の
か
。

　 

岡 

産
業
振
興
課
長

　
テ
ナ
ン
ト
の
貸
し
出
し
を
基
本
に
考
え
て

い
る
の
で
、
実
施
設
計
の
段
階
で
、
有
力
な

店
舗
、
業
者
の
ほ
う
を
探
し
て
い
き
た
い
。出

荷
に
伴
う
手
数
料
は
取
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
。開
業
は
令
和
１０
年
度
を
目
指
し
て
い
る
。

　 

発
掘
調
査
費
３
５
０
０
万
円
計
上
し
て

い
る
が
藤
野
の
続
き
を
す
る
の
か
。

　 

森
元 

社
会
教
育
課
長

　
発
掘
調
査
そ
の
も
の
は
終
わ
っ
て
い
る

が
調
査
報
告
書
を
出
さ
な
く
て
は
い
け
な

い
。そ
の
調
査
報
告
書
作
成
業
務
の
委
託

料
で
あ
る
。

質
疑
と
答
弁

本
会
議
に
お
い
て
次
の
よ
う
な
質
疑
と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

その１ その2 その3質疑と答弁の動画は
こちらから！

令
和
６
年
度

和
気
町
一
般
会
計
補
正
予
算

居
樹 

豊 

議
員

固
定
資
産
税
の
大
幅
増
収
は

令
和
７
年
度

和
気
町
一
般
会
計
予
算居

樹 

豊 

議
員

デ
ジ
タ
ル
基
盤
改
革
支
援
金
と
は

從
野 

勝 

議
員

滞
納
額
を
減
ら
す
工
夫
は

山
田 

浩
子 

議
員

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
の
場
合
は

和
気
町
農
業
委
員
会

委
員
の
任
命

神
﨑 

良
一 

議
員

農
業
委
員
の
要
件
は

　
無
償
化
と
い
う
こ
と
で
、不
公
平
感
が
な
い
、

き
め
細
か
い
対
応
を
考
え
て
ほ
し
い
。

意
見

西
中 

純
一 

議
員

産
業
振
興
施
設
の
手
数
料
は
取
る
の
か

山
本 

稔 

議
員

発
掘
調
査
費
３
５
０
０
万
円
は
ど
こ
か

　 

補
助
金
が
出
な
か
っ
た
場
合
、
３
億
円

を
か
け
て
ま
で
、今
、実
施
す
る
必
要
が
あ

る
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
起
債
で
実
施
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。単

独
費
用
と
な
る
と
、
費
用
の
回
収
は
、
県
補

助
金
を
活
用
し
て
、
９
年
７
か
月
と
な
る
見

込
み
だ
。回
収
後
も
、
脱
炭
素
に
も
効
果
が

あ
り
、
温
泉
施
設
の
電
気
料
金
の
削
減
に
も

つ
な
が
る
事
業
だ
と
考
え
て
い
る
。

　 

利
用
者
支
援
事
業
委
託
料
と
し
て

４
２
３
万
７
０
０
０
円
計
上
し
て
い
る
が
、

事
業
内
容
は
。

　 

松
田 

健
康
福
祉
課
長

　
子
育
て
支
援
の
拡
充
の
た
め
に
、
身
近
な

場
所
で
の
相
談
や
情
報
提
供
、
助
言
な
ど
、

必
要
な
支
援
を
行
う
。子
ど
も
ひ
ろ
ば
を
活

用
す
る
ほ
か
、
今
回
は
プ
レ
ー
カ
ー
を
導
入

す
る
。各
地
区
の
催
物
な
ど
へ
出
向
い
て
、親

子
の
相
談
な
ど
に
対
応
で
き
る
よ
う
な
体

制
づ
く
り
を
す
る
。

　 

青
少
年
交
流
事
業
補
助
金
３
５
９
万
１

０
０
０
円
、
具
体
的
に
何
か
、
リ
ア
ル
な
国

際
交
流
が
始
ま
る
の
か
。そ
の
場
合
、
い
つ

誰
が
ど
こ
の
国
へ
行
く
の
か
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
遠
隔
交
流
を
し
て
い
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
学
校
へ
実
際
に
派
遣
を
予
定
し
て
お
り
、

先
方
と
調
整
中
だ
。時
期
は
、
夏
休
み
期
間

を
想
定
し
て
い
る
。対
象
は
中
学
生
を
考
え

て
い
る
。

　 

地
域
お
こ
し
協
力
隊
５
名
を
地
域
学

習
交
流
セ
ン
タ
ー
管
理
人
と
し
て
採
用
す

る
と
の
こ
と
だ
が
、
５
名
は
決
定
し
て
い

る
の
か
。ま
た
、入
居
希
望
者
の
現
状
は
。

　 

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
協
力
隊
５
名
が
ハ
ウ
ス
マ
ス
タ
ー
と
し
て

決
定
し
て
い
る
。

既
に
１
名
は
１２
月
か
ら
、
４
名
は
３
月
か
ら

着
任
し
、準
備
を
進
め
て
い
る
。　
　

現
時
点
の
入
居
希
望
者
は
、在
校
生
８
名
と

新
入
生
８
名
の
１６
名
だ
。

　 

特
定
健
診
委
託
料
1
1
6
3
万
円
、
特

定
健
診
未
受
診
者
対
策
委
託
料
1
8
6
万

円
と
な
っ
て
い
る
が
、今
年
の
特
定
健
診
受

診
率
の
目
標
は
。ま
た
目
標
達
成
の
た
め

の
方
策
は
。

　 

竹
内 

住
民
課
長

　
40
歳
か
ら
74
歳
の
2
3
0
0
人
が
対
象

で
、７
月
か
ら
１２
月
ま
で
個
別
健
診
、１
月
か

ら
２
月
ま
で
の
間
に
集
団
健
診
を
実
施
す

る
。特
定
保
健
指
導
で
は
、天
満
屋
の
ラ
ン
ニ

ン
グ
事
業
部
と
連
携
し
て
、
運
動
指
導
に
よ

る
生
活
習
慣
改
善
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
い
た
い
。

受
診
率
の
目
標
は
42
％
を
目
指
し
た
い
。

　 

２
つ
の
診
療
所
の
予
算
、
利
用
者
も
減

少
し
て
、
診
療
日
も
減
っ
て
き
て
い
る
が
、

地
域
交
通
と
同
じ
で
、今
後
、ど
の
よ
う
に

考
え
る
の
か
。今
あ
る
施
設
を
大
事
に
し

て
、ま
ち
づ
く
り
し
て
い
く
の
か
、そ
れ
と

も
人
口
減
に
応
じ
て
、閉
じ
て
い
く
の
か
。

　 

太
田 

町
長

　
国
保
の
運
営
協
議
会
の
中
で
も
そ
の
よ

う
な
議
論
は
現
在
も
し
て
い
る
。塩
田
の
診

療
所
に
つ
い
て
は
、
赤
磐
市
の
診
療
所
に
引

き
継
ぐ
こ
と
も
議
論
を
し
た
経
緯
が
あ
る
。

経
費
の
観
点
、利
便
性
も
考
え
て
残
し
た
ほ

う
が
い
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

日
笠
の
診
療
所
は
、
今
年
度
か
ら
診
療
時

間
も
短
く
な
っ
た
。今
後
、
ど
う
す
る
か
は
、

運
営
協
議
会
の
中
で
検
討
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
。

　 

曽
根
駐
車
場
の
工
事
は
計
上
さ
れ
て
い

る
が
、
駅
前
駐
車
場
の
整
備
は
必
要
な
い

の
か
。

　 

西
本 

産
業
建
設
部
長

　
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
の
設
置
と

併
せ
全
体
整
備
計
画
の
中

で
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

山
本 

泰
正 

議
員

交
流
セ
ン
タ
ー
の
運
営
見
通
し
は

我
澤 

隆
司 

議
員

小
中
学
生
の
リ
ア
ル
な
国
際
交
流

が
復
活
す
る
の
か

当
瀬 

万
享 

議
員

太
陽
光
発
電
施
設
は
単
独
費
用

で
も
実
施
す
る
の
か山

野 

英
里 

議
員

利
用
者
支
援
事
業
委
託
料
と
は

　
　
　
セ
ン
タ
ー
の
健
全
運
営
に
向
け
努
力

さ
れ
て
い
る
が
、和
気
閑
谷
高
校
の
定
数
確
保

と
併
せ
最
善
の
努
力
を
再
度
お
願
い
し
た
い
。

意
見

令
和
７
年
度
和
気
町

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
予
算

西
中 

純
一 

議
員

特
定
健
診
と
特
定
保
健
指
導
の

改
善
方
向
は

令
和
７
年
度
和
気
町
国
民
健
康
保
険

診
療
所
特
別
会
計
予
算我

澤 

隆
司 

議
員

日
笠
診
療
所
、塩
田
診
療
所
の

今
後
を
ど
う
考
え
る
の
か

令
和
７
年
度
和
気
町

駐
車
場
事
業
特
別
会
計
予
算

居
樹 

豊 

議
員

駅
前
駐
車
場
の
舗
装
は
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和気町議会には、２つの常任委員会と
１つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。

委員長報告

　委員会に付託された議案９件及び陳情１件について慎重に
審査した結果、議案第３２号令和７年度和気町一般会計予算を
除く議案８件は全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で議案第２６号和気町任期付町費負担教職員
の任用、給与等に関する条例の一部を改正する条例につい
て「町費負担教職員は何名いるのか、１学級の標準人数は何
人か」との質疑に対して、町費負担教職員３名、１学級の県標
準人数は３５人だが、和気町独自の基準では、1、２年生が３０
人、３年生から６年生までは３５名になっているとの答弁があり
ました。
　議案第３２号令和７年度和気町一般会計予算については、修
正案が提出されました。修正内容は、人権事業は長年行ってきて
おり、不必要な事業であり、事業を中止した方が差別解消につな
がるとの理由により、隣保館管理費、人権啓発推進費などを削
除する内容でした。採決の結果、修正案は賛成少数で否決しまし
た。なお、修正案以外の審査においては「教材備品購入費６，７２
５万円の予算の中で、タブレット端末の購入台数は何台か」との
質疑に対して、現在使用している端末は、令和２年度に整備して
おり耐用年数（５年）が経過するため、８７０台を更新すると答弁
がありました。

　中央公民館の公園遊具についての質疑に対して、遊具の数
は少なくなるが、地元との協議を含め今後検討していくと答弁が
ありました。
　小中学校の給食無償化事業について、アレルギーのある児
童に対する給食対応についての質疑に対し、年度初めに保護
者と面談を行い、相談しながら進めていくと答弁がありました。
　陳情第１号政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求
める陳情書については、賛成多数で趣旨採択となりました。

総務文教常任委員会 委員長　居樹 豊　委員会に付託された議案25件及び請願2件について慎重に審査しました。農業委員会委員の任命は全会一致で任命に同
意しました。田原用水組合規約、令和6年度和気町一般会計補正予算、特別会計補正予算、企業会計補正予算、施設を廃止
する条例、下水道条例の一部を改正する条例について全会一致で可決しました。令和7年度和気町一般会計予算については、
産業振興施設の予算を削除する修正案が提出されました。
　修正案に対しては「佐伯地域には必要な施設なので進めるべきだ」「議会は請願を全会一致で採択している」「基本計画の概
要は示されたが、テナントの具体的な案もない」「5億円の事業なのでもっと議論を深めるべきだ」といった意見が出されました。採
決にあたり、修正案に対する賛成討論、反対討論が行われ、採決の結果、修正案は賛成多数で可決、修正案を除く原案は全会
一致で可決されました。

　修正案以外の審査においては、和気
美しい森の遊具について、木製遊具を
1,300万円かけて更新するとの答弁が
ありました。
　利用者支援事業、育児支援サービス
利用事業については、プレーカーを活用
してそれぞれの地域でのイベントの場所
に出向いて、相談や遊び場の提供をす
るとの答弁がありました。
　帯状疱疹ワクチンの補助について
は、２０２５年から定期接種になるが、節
目の年齢以外の方については、引き続
き受けられる制度を残すとの答弁があり
ました。

厚生産業常任委員会 委員長　山本 稔

和気鵜飼谷温泉事業特別委員会 委員長　西中 純一

　委員会に付託された議案５件について慎重に審査しました。
　議案第13号令和6年度和気町一般会計補正予算（第8号）
及び議案第18号令和6年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別
会計補正予算（第4号）は、全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で「トップセールスを含めての売り上げ達成の方策
はどうなっているのか」という質疑に対して、神戸方面をメインに広
告を行い、集客に力を入れた。また、ホームページもリニューアルす
るので準備ができ次第稼働していく。会議など様 な々場面で温泉
PRを行っているが、目標まで達成できていない。今後も機会がある
ごとに温泉PRを行いたいとの答弁がありました。
　議案第30号和気町和気鵜飼谷温泉の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例について
は、質疑もなく全会一致で原案可決しました。
　議案第32号令和7年度和気町一般会計予算及
び議案第39号令和7年度和気町和気鵜飼谷温泉
事業特別会計予算は、全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で「前年度売り上げ比128.1％の目標
積算方法はどうなっているのか」との質疑に対し、条例
改正後の宿泊費の増額を見込んでいる。温泉利用の
うち大人の利用を11万8000人見込んでおり、入浴料
は1回100円アップになるので、広報わけのチケット利

用者を除き10万人とすると、1000万円プラスになるとの答弁が
ありました。
　また「1日100万円売り上げがないと駄目だが、この予算だと90
万円もいかないような数字だが、どういう方策を考えているのか」と
の質疑に対して、今年度中にできるだけ早い時期で結果が見える
ようなものを進めていきたいとの答弁がありました。
　また「広告費350万円の予算を計上しているが、今後どんなス
ケジュールで広告をやっていくのか」との質疑に対し、ゴールデン
ウィーク明けの閑散期に向けて何らかの手段を考えていくとの答
弁がありました。

本議会の動画はこちらから！

和気町独自学級編制基準を設けているので
町費負担任用教職員３人分を予算化

県基準の学級

1年生～6年生

35人
※36人から2学級

町独自基準の学級

1年生・２年生

30人
※31人から2学級

3年生～6年生

35人
※36人から2学級

水道・下水道の監視システム

更新を予定している和気美しい森の木製遊具

神戸新聞に掲載した広告

　令和７年度特別会計予算はすべて全会一致で可
決しました。令和７年度企業会計予算（水道・下水
道）は、全会一致で可決しました。審査において、漏水
事故に対しては上下水道課、総務事業課9名が業務
用の携帯電話を持って24時間365日当番制で対応
している。また、埼玉県で大規模な事故が発生したが、
和気町では令和5年度に下水道管の管路調査を
行っている。５年度から行っている調査では、今のとこ
ろ健全であるとの答弁がありました。
　道路線の認定については、全会一致で議案を可決
しました。審査の中で交付税の対象になるので再調査
を行ってほしいと要望がありました。
　請願２件については、賛成多数で趣旨採択となりま
した。
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和気町議会には、２つの常任委員会と
１つの特別委員会があり、
付託された議案について、特に詳しく審議します。

委員長報告

　委員会に付託された議案９件及び陳情１件について慎重に
審査した結果、議案第３２号令和７年度和気町一般会計予算を
除く議案８件は全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で議案第２６号和気町任期付町費負担教職員
の任用、給与等に関する条例の一部を改正する条例につい
て「町費負担教職員は何名いるのか、１学級の標準人数は何
人か」との質疑に対して、町費負担教職員３名、１学級の県標
準人数は３５人だが、和気町独自の基準では、1、２年生が３０
人、３年生から６年生までは３５名になっているとの答弁があり
ました。
　議案第３２号令和７年度和気町一般会計予算については、修
正案が提出されました。修正内容は、人権事業は長年行ってきて
おり、不必要な事業であり、事業を中止した方が差別解消につな
がるとの理由により、隣保館管理費、人権啓発推進費などを削
除する内容でした。採決の結果、修正案は賛成少数で否決しまし
た。なお、修正案以外の審査においては「教材備品購入費６，７２
５万円の予算の中で、タブレット端末の購入台数は何台か」との
質疑に対して、現在使用している端末は、令和２年度に整備して
おり耐用年数（５年）が経過するため、８７０台を更新すると答弁
がありました。

　中央公民館の公園遊具についての質疑に対して、遊具の数
は少なくなるが、地元との協議を含め今後検討していくと答弁が
ありました。
　小中学校の給食無償化事業について、アレルギーのある児
童に対する給食対応についての質疑に対し、年度初めに保護
者と面談を行い、相談しながら進めていくと答弁がありました。
　陳情第１号政党機関紙の庁舎内勧誘行為の実態調査を求
める陳情書については、賛成多数で趣旨採択となりました。

総務文教常任委員会 委員長　居樹 豊　委員会に付託された議案25件及び請願2件について慎重に審査しました。農業委員会委員の任命は全会一致で任命に同
意しました。田原用水組合規約、令和6年度和気町一般会計補正予算、特別会計補正予算、企業会計補正予算、施設を廃止
する条例、下水道条例の一部を改正する条例について全会一致で可決しました。令和7年度和気町一般会計予算については、
産業振興施設の予算を削除する修正案が提出されました。
　修正案に対しては「佐伯地域には必要な施設なので進めるべきだ」「議会は請願を全会一致で採択している」「基本計画の概
要は示されたが、テナントの具体的な案もない」「5億円の事業なのでもっと議論を深めるべきだ」といった意見が出されました。採
決にあたり、修正案に対する賛成討論、反対討論が行われ、採決の結果、修正案は賛成多数で可決、修正案を除く原案は全会
一致で可決されました。

　修正案以外の審査においては、和気
美しい森の遊具について、木製遊具を
1,300万円かけて更新するとの答弁が
ありました。
　利用者支援事業、育児支援サービス
利用事業については、プレーカーを活用
してそれぞれの地域でのイベントの場所
に出向いて、相談や遊び場の提供をす
るとの答弁がありました。
　帯状疱疹ワクチンの補助について
は、２０２５年から定期接種になるが、節
目の年齢以外の方については、引き続
き受けられる制度を残すとの答弁があり
ました。

厚生産業常任委員会 委員長　山本 稔

和気鵜飼谷温泉事業特別委員会 委員長　西中 純一

　委員会に付託された議案５件について慎重に審査しました。
　議案第13号令和6年度和気町一般会計補正予算（第8号）
及び議案第18号令和6年度和気町和気鵜飼谷温泉事業特別
会計補正予算（第4号）は、全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で「トップセールスを含めての売り上げ達成の方策
はどうなっているのか」という質疑に対して、神戸方面をメインに広
告を行い、集客に力を入れた。また、ホームページもリニューアルす
るので準備ができ次第稼働していく。会議など様 な々場面で温泉
PRを行っているが、目標まで達成できていない。今後も機会がある
ごとに温泉PRを行いたいとの答弁がありました。
　議案第30号和気町和気鵜飼谷温泉の設置及び
管理に関する条例の一部を改正する条例について
は、質疑もなく全会一致で原案可決しました。
　議案第32号令和7年度和気町一般会計予算及
び議案第39号令和7年度和気町和気鵜飼谷温泉
事業特別会計予算は、全会一致で原案可決しました。
　審査の過程で「前年度売り上げ比128.1％の目標
積算方法はどうなっているのか」との質疑に対し、条例
改正後の宿泊費の増額を見込んでいる。温泉利用の
うち大人の利用を11万8000人見込んでおり、入浴料
は1回100円アップになるので、広報わけのチケット利

用者を除き10万人とすると、1000万円プラスになるとの答弁が
ありました。
　また「1日100万円売り上げがないと駄目だが、この予算だと90
万円もいかないような数字だが、どういう方策を考えているのか」と
の質疑に対して、今年度中にできるだけ早い時期で結果が見える
ようなものを進めていきたいとの答弁がありました。
　また「広告費350万円の予算を計上しているが、今後どんなス
ケジュールで広告をやっていくのか」との質疑に対し、ゴールデン
ウィーク明けの閑散期に向けて何らかの手段を考えていくとの答
弁がありました。

本議会の動画はこちらから！

和気町独自学級編制基準を設けているので
町費負担任用教職員３人分を予算化

県基準の学級

1年生～6年生

35人
※36人から2学級

町独自基準の学級

1年生・２年生

30人
※31人から2学級
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した。
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男
女
共
同
参
画
推
進
委
員
会
が
開
催
さ
れ
て
い
な
い
が
。

  

　
則
枝 

総
務
部
長

　プ
ラ
ン
策
定
後
、コ
ロ
ナ
禍
で
十
分
な
取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
な
い
。今
後
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
。

人
権
尊
重
の

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
を

動画はこちら

様
々
な
機
会
の
中
で

人
権
教
育
啓
発
に

取
り
組
ん
で
い
る

山
田 
浩
子 

議
員

　   当日の投票所に数十人しか来ない所もあるようだ。
 投票所の見直しとともに、移動期日前投票所を取り入れては。

  　則枝 総務部長
　合併後１６か所を引き継いだままである。高齢
化に伴う人員確保が難しい、施設の環境整備が
整っていない、約半数の方が期日前投票所を利

用している。このことからも見直しが必要な時期
である。それに伴う移動期日前投票所の導入も
提案の一つである。投票所の在り方を早急に研
究したい。

　   現状と、国の補助事業最終年度となる令和７年度の
 取り組みは。高梁市の「大人の里山留学※」を研究しては。

  　岡 産業振興課長
　有機稲作・有機野菜栽培教室の開催、有
機ＪＡＳ取得に係る認証費用等の補助、学校給
食への特別栽培米の提供などに取り組んでい
る。団地化圃場の選定では、一部地域で前向き
な回答をいただいている。今後、独自認証制度を
設けて町内の有機農産物をブランド化、ＰＲする
ことで消費拡大を目指す。将来的に有機農業者
が十分な所得を得られるよう進めていきたい。宿
泊体験農業も今後調査しながら、一つの事業と

  　今田 副町長
　さらに一歩進んだ取り組みを行う。町内外の
有機農業関連団体や企業との連携も深め、技
術支援や販路開拓において更なる協力を得るこ
とも視野に入れている。

投票所の見直しは

　
　
　

 

困
難
を
抱
え
る
方
へ
の
配

慮
に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
る
社
会
は
、

間
違
い
な
く
人
に
や
さ
し
い
社
会
に

変
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
。

意
見

※「シュワＱ」　手話・字幕・音声で伝えるユニバーサルな動画サービス

※「大人の里山留学」
滞在しながら地域の暮らしや仕事にチャレンジす
るプログラム

一般質問
〈一般質問とは〉

ズバリ！

一般質問とは、議員が和気町の事務の執行状況や将来に対する考え方などの報告や説明を
執行機関（町）に求め、適切な町政運営を進めているか議員がチェックするものです。
一般質問は一問一答方式で行われ、質問時間は質問・答弁を合わせて４０分間です。

議会だよりでは、議員本人が執筆（要約）したものを掲載しています。
3月議会定例会では7人の議員が質問しました。

神﨑 良一議員
• 和気町のハラスメントは
• 土壌水質は大丈夫か

PAGE

18

西中 純一議員
• 上下水道の事故がないような体制構築を
• タブレット端末を使った学校教育の現状と
　問題点は

PAGE

19

山本　稔議員
• 告知放送の問題点は
• 町の広報誌をもっと見やすくできないか

PAGE

17

ここが気になる！

居樹　豊議員
• 和気アルプスの登山道周辺整備を
• どうする県営泉団地の今後の管理運営
• 火葬場の使用料金の免除を

15
PAGE

我澤 隆司議員
• 中心市街地のまちづくりグランドデザイン
をどう考えるか

• 人材に積極投資を

PAGE

16

山野 英里議員
PAGE

14
• 安心・安全な水の確保を
• 特別精米したお米の今後の活用方法は

山田 浩子議員
PAGE

13
• 人権尊重のまちづくりの推進を
• オーガニックビレッジ事業の取り組みは
• 投票所の見直しは

  

　
困
難
を
抱
え
る
方
へ
の
配
慮
は
。

　
藤
野
会
館
で
聴
覚
障
害
者
の
人
権
研
修
が
あ
り
、災
害
時
に
お
け

る
困
難
な
現
実
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。岡
山
市
で
は
、岡
山
放
送
に

委
託
し
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
防
災
に
関
す
る
短
編
動
画
が
取
得
で
き

る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。岡
山
放
送
で
は「
シ
ュ
ワ
Ｑ※

」が
企
画
、

開
発
さ
れ
て
い
る
。さ
ら
な
る
展
開
と
し
て
研
究
し
て
み
て
は
。

  

　
松
田 

健
康
福
祉
課
長

　特
に
聴
覚
・
視
覚
障
害
者
、ヘ
ル

プ
マ
ー
ク
を
お
持
ち
の
方
々
に
対

す
る
適
切
な
対
応
の
周
知
と
促

進
は
、共
生
社
会
の
実
現
に
向
け

た
重
要
な
取
り
組
み
の
一つ
と
考

え
て
い
る
。岡
山
放
送
の
取
り
組

み
を
調
査
検
討
し
て
い
き
た
い
。

  

　
河
野 

危
機
管
理
室
長

　ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
は
、様
々
な
困

難
を
抱
え
る
方
に
向
け
た
も
の
に

な
っ
て
い
な
い
。自
分
が
住
む
場
所

の
災
害
リ
ス
ク
や
避
難
場
所
の
把

握
な
ど
が
で
き
る
よ
う
、点
字
や

音
声
な
ど
で
内
容
を
伝
え
る
手

段
を
研
究
し
て
い
き
た
い
。

オーガニックビレッジ事業の取り組みは

して位置付けられたらと思う。
有機農業田植祭り

外
見
で
わ
か
ら
な
く
て
も
周
囲
の
方
に
配
慮
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
知
ら
せ
る
ヘ
ル
プ
マ
ー
ク
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竹
内 

住
民
課
長

　
平
成
22
年
、和
気
町
衣
笠
地
内
に
あ
る

事
業
所
の
土
壌
及
び
地
下
水
を
調
査
し

た
結
果
、ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
鉛
な

ど
が
、基
準
を
超
過
し
て
い
た
。事
業
者
に

よ
る
浄
化
対
策
が
行
わ
れ
た
が
、そ
の
後

も
基
準
を
超
過
し
て
い
た
。本
来
で
あ

れ
ば
、平
成
22
年
に
県
へ
届
出
が
必
要
だ
っ

た
が
、届
出
は
令
和
７
年
１
月
だ
。町
と
し

て
、敷
地
外
で
の
汚
染
を
確
認
す
る
た
め
、

事
業
所
に
近
い
場
所
で
採
水
し
た
結
果
、

基
準
を
超
過
し
て
い
た
。

　
説
明
会
の
中
で
企
業
か
ら
、周
辺
地
域

の
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
年
４
回

実
施
、井
戸
水
の
使
用
世
帯
を
把
握
し
、

追
加
調
査
な
ど
の
判
断
を
行
う
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。住
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
事
業
者
に
対
し
、地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
に
努
め
る
対
応
、対
策
を
講

じ
る
よ
う
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

  竹内 住民課長
　①現時点で健康被害に関する報告、相談
はない。住民の水環境への関心が非常に高
いので、広報誌などで注意点を示したい。
　③和気町公害防止条例も制定している。
条例で防げない部分は、公害防止協定があ
る。現時点では条例の制定は考えていない。

　企業の説明会の中で、水質検査でPFOS、PFOAなどは検査していないと言っていた。
町内でも、国の暫定目標値以下であるが、PFOS、PFOAが検出されている水源地がある。
その中の南部水源地や田原水源地は今回の企業の周辺だ。
①町民の健康被害の報告の有無、水を使用する上での注意点などの周知は。
②PFOS、PFOAなどは煮沸しても消えない。あらかじめ策を講じていくことも必要だ。
　南部水源地にフィルターの設置はできないか。
③今後、同じようなことが起こらないように環境を守る条例などを制定できないのか。

  柚本 上下水道課長
　②水道水の水質検査の結果から安全なの
で、現時点で設置をする予定はない。しかし、
その他の水質の状況も含めて、推移を見なが
ら、慎重かつ継続的に検討する。

  太田 町長
　町民の安全・安心を守るのは町の責務だ。今回
と同じような事が起こらないように、今後もしっかり
監視をしていく。

動画はこちら

　本
荘
地
域
に
あ
る
企
業
敷
地
内

か
ら
ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
な
ど

が
検
出
さ
れ
た
。今
回
の
問
題
は
、

地
域
だ
け
で
な
く
町
全
体
の
問
題

で
は
な
い
か
。企
業
の
対
応
は
。

今
回
と
同
じ
よ
う
な
事
が

起
こ
ら
な
い
よ
う
に

し
っ
か
り
監
視
を
し
て
い
く

安
心
・
安
全
な

水
の
確
保
を

山
野 

英
里 

議
員

和
気
ア
ル
プ
ス
の

登
山
道
周
辺
整
備
を

休
憩
場
所
の
設
置
等

調
査
を
進
め
る

動画はこちら

　  岡 

産
業
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興
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和
気
ア
ル
プ
ス
へ
の
登
山
者
の
来

訪
は
町
と
し
て
も
非
常
に
喜
ば
し
く

関
係
者
と
連
携
を
図
り
、和
気
ア
ル

プ
ス
の
魅
力
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
。休
憩
場
所
に
つ
い
て
は
、設

置
場
所
等
に
つ
い
て
調
査
を
進
め
た

い
と
考
え
て
い
る
。一
方
、ト
イ
レ
の

設
置
に
つ
い
て
は
日
常
的
な
維
持
管

理
の
問
題
な
ど
か
ら
現
時
点
で
は
難

し
い
と
判
断
し
て
い
る
。ま
た
、和
気

ア
ル
プ
ス
を
活
用
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、支
援
を
検
討
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

　  

近
年
、和
気
ア
ル
プ
ス
へ
は
県
内
外
か
ら
多
く
の
登
山

者
が
訪
れ
交
流
人
口
も
増
え
て
き
て
お
り
、本
町
の
知
名
度

も
ア
ッ
プ
し
町
の
魅
力
化
に
寄
与
し
て
い
る
。登
山
者
か
ら

の
声
と
し
て
簡
易
ト
イ
レ
や
休
憩
所
の
整
備
な
ど
要
望
が

さ
れ
て
お
り
、ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　  登
山
道
の
入
り
口
に
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て
は

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

　  岡 

産
業
振
興
課
長

　
登
山
口
は
、主
に
６
〜
７
か
所
あ
る
が
、ま
ず
１
か
所
に
限
定

し
、検
討
を
進
め
た
い
。な
お
、山
中
で
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
は
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
確
保
で
き
る
ブ
ー
ス
の
設
置
も
、今
後
、調
査

研
究
し
た
い
。

居
樹
　豊 

議
員

火葬場の使用料金の免除を

　  「ゆりかごから墓場まで」と言われ
ている社会福祉の町民最後の社会保
障として、火葬場利用料１万2,000円
の免除を検討してはどうか。

　  竹内 住民課長
　和気北部衛生施設組合へは、町から分担金
として１，８００万円を支払っており、さらに補助を
行うことは、現在のところ考えていない。

どうする県営泉団地の今後の管理運営

　  泉団地の建物は、約５０年以上経過し、かなり老朽化しており入居者からは耐震面な
どの居住環境について不安視している。また、広大な団地の防犯灯の電気代など維持管
理のための区費も高額であり苦慮しているとのことである。入居者からの要望等につい
て、どのように把握しているか。

　  県からの移管について以前に話があったが、その後の動きはどうなっているのか。
広大な敷地の将来の活用策についての考えはあるのか。

　  西本 産業建設部長
　建物は昭和４５年から４８年建設で、老朽化が進んでいる。
入居者からの要望等については、直接、業務委託先である
（株）東急コミュニティーへ連絡することとなっている。

　  西本 産業建設部長
　平成２７年７月に県住宅課から移管の申し出
があり、移管料と土地を無償提供するとのことで
あった。しかし、移管料が低額であり断った。県は
あくまで移管を考えており平成２９年６月に移管

　  太田 町長
　今現在、町としては移管を受けない方針である。
時期が来たら十分検討していきたい。

料増額の提示があったが、再度受け入れしないと
回答した。

  　新田 教育次長
　化学肥料や農薬を使わない農法で栽培されたお米を、ビタミン、
ミネラルなどの栄養素とうまみ成分を残した特別精米されたものを
提供している。子どもたちから大変好評である。今後も可能な限り
継続していきたい。

特別精米したお米の今後の活用方法は
      特別精米したお米を町内の給食にも使用しているが、今後も提供していくのか。

　特別精米されたお米は、学校給食だけではなく、ふるさと納
税の返礼品、また妊婦への健康、防災時の備蓄にも寄与する
ことができる。さらなる活用を。

意
見

町民の健康被害がとても心配だ。次世代に今
より安心・安全な水を残していくためにも、今で
きることを考えて、しっかり対応していくべきだ。

意
見

お
い
し
く
、栄
養
が
あ
る
米
は
大
人
気

南部水源地は今回の場所から、下流に約１㎞離れ
た場所に設置している。田原水源地は、同企業か
ら約50ｍ下流に水源がある。地下水への影響は、
町の水質検査結果をモニタリングしていく。

登山者に人気の和気アルプス

老朽化が進む県営住宅
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竹
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住
民
課
長

　
平
成
22
年
、和
気
町
衣
笠
地
内
に
あ
る

事
業
所
の
土
壌
及
び
地
下
水
を
調
査
し

た
結
果
、ト
リ
ク
ロ
ロ
エ
チ
レ
ン
及
び
鉛
な

ど
が
、基
準
を
超
過
し
て
い
た
。事
業
者
に

よ
る
浄
化
対
策
が
行
わ
れ
た
が
、そ
の
後

も
基
準
を
超
過
し
て
い
た
。本
来
で
あ

れ
ば
、平
成
22
年
に
県
へ
届
出
が
必
要
だ
っ

た
が
、届
出
は
令
和
７
年
１
月
だ
。町
と
し

て
、敷
地
外
で
の
汚
染
を
確
認
す
る
た
め
、

事
業
所
に
近
い
場
所
で
採
水
し
た
結
果
、

基
準
を
超
過
し
て
い
た
。

　
説
明
会
の
中
で
企
業
か
ら
、周
辺
地
域

の
水
質
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
を
年
４
回

実
施
、井
戸
水
の
使
用
世
帯
を
把
握
し
、

追
加
調
査
な
ど
の
判
断
を
行
う
と
の
説

明
が
あ
っ
た
。住
民
は
不
安
に
思
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
事
業
者
に
対
し
、地
域
住
民
の

安
心
・
安
全
に
努
め
る
対
応
、対
策
を
講

じ
る
よ
う
に
強
く
要
請
し
て
い
く
。

  竹内 住民課長
　①現時点で健康被害に関する報告、相談
はない。住民の水環境への関心が非常に高
いので、広報誌などで注意点を示したい。
　③和気町公害防止条例も制定している。
条例で防げない部分は、公害防止協定があ
る。現時点では条例の制定は考えていない。

　企業の説明会の中で、水質検査でPFOS、PFOAなどは検査していないと言っていた。
町内でも、国の暫定目標値以下であるが、PFOS、PFOAが検出されている水源地がある。
その中の南部水源地や田原水源地は今回の企業の周辺だ。
①町民の健康被害の報告の有無、水を使用する上での注意点などの周知は。
②PFOS、PFOAなどは煮沸しても消えない。あらかじめ策を講じていくことも必要だ。
　南部水源地にフィルターの設置はできないか。
③今後、同じようなことが起こらないように環境を守る条例などを制定できないのか。

  柚本 上下水道課長
　②水道水の水質検査の結果から安全なの
で、現時点で設置をする予定はない。しかし、
その他の水質の状況も含めて、推移を見なが
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  太田 町長
　町民の安全・安心を守るのは町の責務だ。今回
と同じような事が起こらないように、今後もしっかり
監視をしていく。
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へ
は
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外
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ら
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の
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山
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が
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流
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口
も
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て
き
て
お
り
、本
町
の
知
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も
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し
町
の
魅
力
化
に
寄
与
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て
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る
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山
者
か
ら

の
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と
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簡
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や
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所
の
整
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要
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よ
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か
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山
道
の
入
り
口
に
公
衆
ト
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に
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所
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、山
中
で
の
ト
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に
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火葬場の使用料金の免除を

　  「ゆりかごから墓場まで」と言われ
ている社会福祉の町民最後の社会保
障として、火葬場利用料１万2,000円
の免除を検討してはどうか。

　  竹内 住民課長
　和気北部衛生施設組合へは、町から分担金
として１，８００万円を支払っており、さらに補助を
行うことは、現在のところ考えていない。

どうする県営泉団地の今後の管理運営

　  泉団地の建物は、約５０年以上経過し、かなり老朽化しており入居者からは耐震面な
どの居住環境について不安視している。また、広大な団地の防犯灯の電気代など維持管
理のための区費も高額であり苦慮しているとのことである。入居者からの要望等につい
て、どのように把握しているか。

　  県からの移管について以前に話があったが、その後の動きはどうなっているのか。
広大な敷地の将来の活用策についての考えはあるのか。

　  西本 産業建設部長
　建物は昭和４５年から４８年建設で、老朽化が進んでいる。
入居者からの要望等については、直接、業務委託先である
（株）東急コミュニティーへ連絡することとなっている。

　  西本 産業建設部長
　平成２７年７月に県住宅課から移管の申し出
があり、移管料と土地を無償提供するとのことで
あった。しかし、移管料が低額であり断った。県は
あくまで移管を考えており平成２９年６月に移管

　  太田 町長
　今現在、町としては移管を受けない方針である。
時期が来たら十分検討していきたい。

料増額の提示があったが、再度受け入れしないと
回答した。

  　新田 教育次長
　化学肥料や農薬を使わない農法で栽培されたお米を、ビタミン、
ミネラルなどの栄養素とうまみ成分を残した特別精米されたものを
提供している。子どもたちから大変好評である。今後も可能な限り
継続していきたい。

特別精米したお米の今後の活用方法は
      特別精米したお米を町内の給食にも使用しているが、今後も提供していくのか。

　特別精米されたお米は、学校給食だけではなく、ふるさと納
税の返礼品、また妊婦への健康、防災時の備蓄にも寄与する
ことができる。さらなる活用を。

意
見

町民の健康被害がとても心配だ。次世代に今
より安心・安全な水を残していくためにも、今で
きることを考えて、しっかり対応していくべきだ。

意
見

お
い
し
く
、栄
養
が
あ
る
米
は
大
人
気

南部水源地は今回の場所から、下流に約１㎞離れ
た場所に設置している。田原水源地は、同企業か
ら約50ｍ下流に水源がある。地下水への影響は、
町の水質検査結果をモニタリングしていく。
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動画はこちら

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

ど
う
考
え
る
か

全
て
の
町
民
と

議
論
し
て
い
く
課
題
だ

我
澤 

隆
司 

議
員

  　則枝 総務部長
　①職員１人当たり約１万１，６００円。民間
企業平均は３万４，６０６円との調査結果もあ
る。令和７年度は、特別研修生として１名を岡
山県市町村課に派遣予定。県との人事交流
も再開する。
　②包括連携協定を結んだ天満屋グループ
による接遇マナーなど研修をスタートした。

　  役場職員の人材開発と町民が勉強できる環境づくりは。
①役場職員１人当たりの人材育成コストは。
②民間企業と連携した業務改善、人材育成も含めてできているか。
③町民向けの講演会やセミナーなどの復活はできないか。

  　森元 社会教育課長
　③教育委員会では、小学生向けに「和気町こども
塾」大人向けに「わこがく講座」６５歳以上に「ぎんが
く講座」を開催。公民館やサエスタに行くことが困難
な方には、出前講座企画にも取り組んでいる。

人材に積極投資を

　  広報誌の表紙を見れば中に何が載っているのか
分かるようにできないか。

　  海野 財政課長
　これまで特集記事については表紙に書いていたが、主な記事

の内容をいくつか取り上げて掲載できるよう検討をしていきたい。

また、紙面についても、ＱＲコードを載せホームページで見てもら

い、紙面は簡潔で見やすくするよう工夫する。

町の広報誌をもっと見やすくできないか

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
は
10
年
単
位
の
話
に

な
る
。ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。旧
大
國
家
住
宅
の
活
用
方
法
は

①
観
光
②
地
元
で
の
活
用
③
和
気
閑
谷

高
校
と
役
場
の
活
用
の
３
つ
の
観
点
が
あ

る
と
考
え
る
。通
常
の
授
業
に
使
う
な
ど
、

学
校
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

役
場
も
来
客
対
応
、表
彰
式
な
ど
、重
要

な
場
面
で
旧
大
國
家
住
宅
を
使
え
ば
、新

た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

意
見

役場は人材がすべてだが、人材育成コスト
が民間の３分の１とはいかがなものか。

意
見

　
　  

体
育
館
〜
和
気
駅
〜
図
書
館
〜
中
央
公
民
館
〜
和
気
閑
谷
高
校
〜
旧

大
國
家
住
宅
〜
役
場
の
ゾ
ー
ン
を
ど
う
考
え
る
か
。

①
こ
の
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
全
体
構
想
）を
開

示
し
て
、町
民
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
国
土
交
通
省
の
提
唱
す
る「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業・居

心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、フ
ォ
ー
ラ
ム
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
で
情
報
発
信
で

き
な
い
か
。

　  

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
①
ま
ち
づ
く
り
は
、
和
気
駅
周

辺
エ
リ
ア
が
核
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
な
い
が
、

第
２
次
和
気
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
②
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
は
、

周
遊
性
、
滞
在
性
を
高
め
て
い
く

上
で
必
要
な
取
り
組
み
だ
。

　
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
開
催
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

　  

太
田 

町
長

　
和
気
駅
の
周
辺
が
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
る
こ
と
は
明
確
だ
。
議

論
し
て
い
く
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
　 

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、旧
大
國
家
住
宅
も
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と

考
え
る
。１６
億
円
か
け
て
修
理
保
存
が
進
ん
で
い
る
が
、と
て
つ
も
な

い
文
化
財
だ
。和
気
閑
谷
高
校
と
も
隣
接
し
、役
場
に
も
近
い
。連
携

で
き
な
い
か
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
旧
大
國
家
住
宅
利
活
用

検
討
委
員
会
で
は
、
修
理

保
存
が
完
了
後
の
活
用
方

法
を
検
討
中
。
町
民
に
親

し
ま
れ
る
施
設
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
の
場
と
な
り
、
多

く
の
方
に
和
気
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
早
急
に

方
向
性
を
出
し
た
い
。

告
知
放
送
の
問
題
点
は

色
々
あ
る
が

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く

動画はこちら

　 

携
帯
電
話
に
ア
プ
リ
を
何
％
の
人
が
入
れ
て
い
る
か
把
握
で
き
て
い
る
か
。利

用
に
あ
た
っ
て
苦
情
が
出
て
い
る
と
思
う
が
、解
決
策
や
対
策
は
立
て
て
い
る
か
。

私
が
聞
い
て
い
る
の
は
音
量
が
小
さ
い
こ
と
と
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
後
の
対
処
が

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

  

　
海
野 

財
政
課
長

　
令
和
７
年
１
月
時
点
で
町
民
の
５０
％
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。今
後
利
用
拡
大
に
向
け

写
真
付
き
の
情
報
発
信
や
、日
常
的
に
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
の
不
満
と
解
決
策

に
つ
い
て
、具
体
的
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー

の
音
量
が
小
さ
い
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
、配
信
時
に
音
量
調
節

が
で
き
る
機
能
を
追
加
し
改
善

に
努
め
て
い
る
。ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

つ
い
て
も
利
用
者
に
手
間
が
か

か
ら
な
い
よ
う
業
者
と
協
議
し

進
め
て
い
く
。

  　

　 

外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
で
音
量
を
大

き
く
で
き
な
い
か
。ア
ッ
プ
デ
ー
ト

後
の
対
応
を
も
っ
と
説
明
し
て
分

か
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

  

　
海
野 

財
政
課
長

　
汎
用
的
な
ス
ピ
ー
カ
ー
が
付
け
ら
れ
な
い

か
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。ア
ッ
プ

デ
ー
ト
後
の
対
応
も
、広
報
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

分
か
り
や
す
く
説
明
し
対
応
し
て
い
く
。

山
本 
稔 
議
員

隣接する和気閑谷高校と旧大國家住宅

役場は人材がすべてだ　人材に投資を

　 

告
知
放
送
を
使
っ
て
の
防
災
訓

練
は
い
つ
す
る
の
か
。

  

　
河
野 

危
機
管
理
室
長

　
令
和
７
年
度
は
９
月
７
日
の
日
曜
日
に

防
災
訓
練（
避
難
訓
練
、情
報
伝
達
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
で
の
訓
練
）を
行
う
予
定

で
あ
る
。

中に何が載っているか分からない広報表紙

外部スピーカーを使用した様子
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動画はこちら

中
心
市
街
地
の
ま
ち
づ
く
り

グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
を

ど
う
考
え
る
か

全
て
の
町
民
と

議
論
し
て
い
く
課
題
だ

我
澤 

隆
司 

議
員

  　則枝 総務部長
　①職員１人当たり約１万１，６００円。民間
企業平均は３万４，６０６円との調査結果もあ
る。令和７年度は、特別研修生として１名を岡
山県市町村課に派遣予定。県との人事交流
も再開する。
　②包括連携協定を結んだ天満屋グループ
による接遇マナーなど研修をスタートした。

　  役場職員の人材開発と町民が勉強できる環境づくりは。
①役場職員１人当たりの人材育成コストは。
②民間企業と連携した業務改善、人材育成も含めてできているか。
③町民向けの講演会やセミナーなどの復活はできないか。

  　森元 社会教育課長
　③教育委員会では、小学生向けに「和気町こども
塾」大人向けに「わこがく講座」６５歳以上に「ぎんが
く講座」を開催。公民館やサエスタに行くことが困難
な方には、出前講座企画にも取り組んでいる。

人材に積極投資を

　  広報誌の表紙を見れば中に何が載っているのか
分かるようにできないか。

　  海野 財政課長
　これまで特集記事については表紙に書いていたが、主な記事

の内容をいくつか取り上げて掲載できるよう検討をしていきたい。

また、紙面についても、ＱＲコードを載せホームページで見てもら

い、紙面は簡潔で見やすくするよう工夫する。

町の広報誌をもっと見やすくできないか

　
　
　
ま
ち
づ
く
り
は
10
年
単
位
の
話
に

な
る
。ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
進
め
て
い
た
だ

き
た
い
。旧
大
國
家
住
宅
の
活
用
方
法
は

①
観
光
②
地
元
で
の
活
用
③
和
気
閑
谷

高
校
と
役
場
の
活
用
の
３
つ
の
観
点
が
あ

る
と
考
え
る
。通
常
の
授
業
に
使
う
な
ど
、

学
校
の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
な
げ
て
ほ
し
い
。

役
場
も
来
客
対
応
、表
彰
式
な
ど
、重
要

な
場
面
で
旧
大
國
家
住
宅
を
使
え
ば
、新

た
な
価
値
が
生
ま
れ
る
は
ず
だ
。

意
見

役場は人材がすべてだが、人材育成コスト
が民間の３分の１とはいかがなものか。

意
見

　
　  

体
育
館
〜
和
気
駅
〜
図
書
館
〜
中
央
公
民
館
〜
和
気
閑
谷
高
校
〜
旧

大
國
家
住
宅
〜
役
場
の
ゾ
ー
ン
を
ど
う
考
え
る
か
。

①
こ
の
ゾ
ー
ン
の
ま
ち
づ
く
り
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン（
全
体
構
想
）を
開

示
し
て
、町
民
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

②
国
土
交
通
省
の
提
唱
す
る「
ま
ち
な
か
ウ
ォ
ー
カ
ブ
ル
推
進
事
業・居

心
地
が
良
く
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
」の
取
り
組
み
は
で
き
な
い
か
。

③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、フ
ォ
ー
ラ
ム
、セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の
開
催
で
情
報
発
信
で

き
な
い
か
。

　  

寺
尾 

ま
ち
経
営
課
長

　
①
ま
ち
づ
く
り
は
、
和
気
駅
周

辺
エ
リ
ア
が
核
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
は
な
い
が
、

第
２
次
和
気
町
総
合
計
画
後
期
基

本
計
画
を
策
定
す
る
中
で
検
討
し

て
い
き
た
い
。

　
②
歩
き
た
く
な
る
ま
ち
な
か
は
、

周
遊
性
、
滞
在
性
を
高
め
て
い
く

上
で
必
要
な
取
り
組
み
だ
。

　
③
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
は
、
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
く
中
で
開
催
で

き
れ
ば
と
考
え
る
。

　  

太
田 

町
長

　
和
気
駅
の
周
辺
が
ま
ち
づ
く
り

の
核
と
な
る
こ
と
は
明
確
だ
。
議

論
し
て
い
く
課
題
と
考
え
て
い
る
。

　
　 

ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、旧
大
國
家
住
宅
も
ひ
と
つ
の
ポ
イ
ン
ト
と

考
え
る
。１６
億
円
か
け
て
修
理
保
存
が
進
ん
で
い
る
が
、と
て
つ
も
な

い
文
化
財
だ
。和
気
閑
谷
高
校
と
も
隣
接
し
、役
場
に
も
近
い
。連
携

で
き
な
い
か
。

　  

徳
永 

教
育
長

　
旧
大
國
家
住
宅
利
活
用

検
討
委
員
会
で
は
、
修
理

保
存
が
完
了
後
の
活
用
方

法
を
検
討
中
。
町
民
に
親

し
ま
れ
る
施
設
、
子
ど
も
た

ち
の
学
習
の
場
と
な
り
、
多

く
の
方
に
和
気
町
を
訪
れ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
早
急
に

方
向
性
を
出
し
た
い
。

告
知
放
送
の
問
題
点
は

色
々
あ
る
が

し
っ
か
り
対
応
し
て
い
く

動画はこちら

　 

携
帯
電
話
に
ア
プ
リ
を
何
％
の
人
が
入
れ
て
い
る
か
把
握
で
き
て
い
る
か
。利

用
に
あ
た
っ
て
苦
情
が
出
て
い
る
と
思
う
が
、解
決
策
や
対
策
は
立
て
て
い
る
か
。

私
が
聞
い
て
い
る
の
は
音
量
が
小
さ
い
こ
と
と
、ア
ッ
プ
デ
ー
ト
の
後
の
対
処
が

わ
か
ら
な
い
と
い
っ
た
も
の
だ
が
、対
応
は
ど
う
し
て
い
る
の
か
。

  

　
海
野 

財
政
課
長

　
令
和
７
年
１
月
時
点
で
町
民
の
５０
％
の
方
が
利
用
し
て
い
る
。今
後
利
用
拡
大
に
向
け

写
真
付
き
の
情
報
発
信
や
、日
常
的
に
利
用
で
き
る
コ
ン
テ
ン
ツ
な
ど
、充
実
さ
せ
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
。

　
町
民
か
ら
の
不
満
と
解
決
策

に
つ
い
て
、具
体
的
に
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
や
外
部
ス
ピ
ー
カ
ー

の
音
量
が
小
さ
い
と
い
っ
た
問
題

が
あ
り
、配
信
時
に
音
量
調
節

が
で
き
る
機
能
を
追
加
し
改
善

に
努
め
て
い
る
。ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に

つ
い
て
も
利
用
者
に
手
間
が
か

か
ら
な
い
よ
う
業
者
と
協
議
し

進
め
て
い
く
。

  　

　 

外
部
ス
ピ
ー
カ
ー
で
音
量
を
大

き
く
で
き
な
い
か
。ア
ッ
プ
デ
ー
ト

後
の
対
応
を
も
っ
と
説
明
し
て
分

か
る
よ
う
に
し
て
は
ど
う
か
。

  

　
海
野 

財
政
課
長

　
汎
用
的
な
ス
ピ
ー
カ
ー
が
付
け
ら
れ
な
い

か
試
し
て
み
よ
う
と
思
っ
て
い
る
。ア
ッ
プ

デ
ー
ト
後
の
対
応
も
、広
報
や
タ
ブ
レ
ッ
ト
で

分
か
り
や
す
く
説
明
し
対
応
し
て
い
く
。

山
本 

稔 

議
員

隣接する和気閑谷高校と旧大國家住宅

役場は人材がすべてだ　人材に投資を

　 

告
知
放
送
を
使
っ
て
の
防
災
訓

練
は
い
つ
す
る
の
か
。

  

　
河
野 

危
機
管
理
室
長

　
令
和
７
年
度
は
９
月
７
日
の
日
曜
日
に

防
災
訓
練（
避
難
訓
練
、情
報
伝
達
訓
練
、

自
主
防
災
組
織
で
の
訓
練
）を
行
う
予
定

で
あ
る
。

中に何が載っているか分からない広報表紙
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職
員
の
安
全
を
守
る

仕
組
み
を
検
討
す
る

動画はこちら

　   ①田原下にある会社とは協定は結んでいるか。
②公害防止条例、事業者との協定、地区との協定で今後もこのような事態は起こらない
とのことだが、実際には『発生した』ということで、何の効果も示してない現法を変えて
条例制定はできないか。

　   竹内 住民課長
　①田原下の事業者とは協定締結には至っていない。

　   太田 町長
　②旧和気町で公害防止条例が１９７５年に制定され、ＪＯＨＮＡＮ（株）はそれ以前に誘致され、抜け
ていたと今思っている。条例又は和気町の公害防止協定のどちらが適用できるか考える。条例は当
然適用される。協定締結も含めて今後は検討をしていく。

土壌水質は大丈夫か

神
﨑 

良一 

議
員

和
気
町
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

  

　柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
水
道
も
下
水
道
も
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
日
々
発
生
し
て

い
る
。現
在
の
時
点
で
、５０
万
円
未
満
の
修
繕
が
水
道
で
１
５
０
件
以
上
、下
水

道
で
約
１
０
０
件
、５０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
で
水
道
が
４
件
、下
水
道
が
６
件

発
生
し
て
い
る
。年
度
末
ま
で
に

年
間
３
０
０
件
ぐ
ら
い
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、上
下
水
道
課
と
総
務

事
業
課
で
９
名
が
当
番
制
で
夜

間
休
日
の
緊
急
対
応
に
当
た
っ

て
い
る
。令
和
６
年
度
１
年
間
で

１
３
０
日
出
務
し
、単
純
計
算
で

３
日
に
１
度
、夜
間
か
休
日
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。

　
今
後
の
管
理
は
、水
道
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
、下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
基
に
、現
状
を

鑑
み
て
優
先
的
な
も
の
か
ら
順

次
行
う
。し
か
し
、更
新
事
業
に

係
る
費
用
は
、水
道
で
１
０
０
億

円
以
上
、下
水
道
で
は
２
０
０
億

円
以
上
の
莫
大
な
費
用
負
担
と

な
る
た
め
、計
画
的
に
更
新
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

動画はこちら

  

　上
下
水
道
事
業
で
年
間
ト
ラ
ブ
ル
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

管
理
計
画
に
よ
り
進
め
る

上
下
水
道
の
事
故
が
な
い

よ
う
な
体
制
構
築
を

西
中 
純一 

議
員

　   

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。

①
町
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、特
に
カ
ス
タ
マ
ー
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
　

る
の
か
。

②
教
育
現
場
で
は
ど
う
か
。

③
そ
の
対
策
は
。

④
S
N
S
で
誹
謗
中
傷
は
あ
る
か
。

⑤
教
員
の
成
り
手
不
足
や
休
職
者
と
カ
ス
ハ
ラ
　  

の
関
係
は
あ
る
の
か
。

  

　 則
枝 

総
務
部
長

　
①
私
た
ち
地
方
公
務
員
は
、全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
で
や
め
る
と
い
っ
た
選
択
が

で
き
な
い
た
め
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
逃
げ
に
く
い

立
場
と
十
分
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、職
員
の
精
神
的
健
康
や
業
務
効
率
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
る
。民
間
と
異
な

り
、完
全
に
拒
否
で
き
な
い
公
務
員
の
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、組

織
的
な
対
応
や
法
的
手
段
を
活
用
し
な
が
ら
、職
員
の
人

権
も
尊
重
さ
れ
て
職
員
の
安
全
を
守
る
仕
組
み
を
こ
れ
か

ら
も
検
討
し
て
い
く
。

  
　 則
枝 

総
務
部
長

　
④
S
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
と
い
う
の
は
、確
認
は
取
れ
て
い
な
い
。

現
在
、意
見
箱
で
様
々
な
意
見
を
集
約
す
る
中
で
、苦
情
の
よ
う

な
意
見
も
一
部
見
ら
れ
る
。そ
う
い
っ
た
町
民
か
ら
の
提
言
等
に
対

し
て
、組
織
全
体
で
の
議
論
を
し
た
中
で
丁
寧
な
回
答
に
努
め
て

い
る
。

 

　  嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
⑤
学
校
現
場
に
お
い
て
も
成
り
手
不
足
の
要
因
の
一つ
と
し
て

考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
国
の
提
言
か
ら
推
し
は
か

ら
れ
る
。

 

　  徳
永 

教
育
長

　
⑤
和
気
町
内
の
学
校
を
見
た
と
き
に
、現
在
の
と
こ
ろ
、カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
教
員
が
休
む
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
は

な
い
が
、こ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
も
教
育
委
員
会
と
し
て

も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

  

　 嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
②
社
会
の
環
境
が
多
様
化
、複
雑
化
す
る
中
で
、保
護
者

や
地
域
か
ら
の
過
剰
な
苦
情
や
不
当
な
要
求
な
ど
、学
校
だ

け
で
は
解
決
が
難
し
い
事
案
に
つ
い
て
、学
校
運
営
上
の
大

き
な
課
題
と
の
認
識
が
全
国
的
に
強
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、精

  　嶋村 学校教育課長
　タブレット端末は、ノートや筆記用具と同様に文房具の一つとして、およそ７割程度、授業で活用し
ている。

  　タブレット端末を使ってどれくらいの頻度で授業を行っているか。

  　嶋村 学校教育課長
　自宅学習でも全校で活用しており、学習支援アプリの連絡帳機能を使って端末でその日の宿題
や次の日の時間割を確認するようにしている学校もある。

  　自宅でも使用しているのか。

  　嶋村 学校教育課長
　機器のトラブルでは、令和６年度中に７４台を修理する予定で、令和６年度当初予算では３６４
万３，０００円を計上した。なお、不具合が生じた場合は、予備機などを活用し学習への影響がない
ように努めている。

  　機器のトラブルは。

  　嶋村 学校教育課長
　教師にとってタブレット端末は、子どもの
学びを深めるための必要なツールの一つと
受け止めている。

  　教師にとっての受け止めはどうか。

タブレット端末を使った学校教育の現状と問題点は

神
疾
患
に
よ
る
教
員
の
病
気
休
職
者
数
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
、推
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
学
校
に

対
す
る
不
当
要
求
等
の
問
題
に
関
し
、法
的
観
点
を
踏
ま
え
た
適

切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

制
度
の
活
用
が
あ
る
。弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
が
随
時
可
能
で

あ
り
、必
要
が
生
じ
た
際
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、町
と
県
の
担

当
者
が
連
携
を
図
っ
て
い
る
。

水
道
菅
の
修
繕
工
事
の
様
子

タブレット端末を使用している授業
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職
員
の
安
全
を
守
る

仕
組
み
を
検
討
す
る

動画はこちら

　   ①田原下にある会社とは協定は結んでいるか。
②公害防止条例、事業者との協定、地区との協定で今後もこのような事態は起こらない
とのことだが、実際には『発生した』ということで、何の効果も示してない現法を変えて
条例制定はできないか。

　   竹内 住民課長
　①田原下の事業者とは協定締結には至っていない。

　   太田 町長
　②旧和気町で公害防止条例が１９７５年に制定され、ＪＯＨＮＡＮ（株）はそれ以前に誘致され、抜け
ていたと今思っている。条例又は和気町の公害防止協定のどちらが適用できるか考える。条例は当
然適用される。協定締結も含めて今後は検討をしていく。

土壌水質は大丈夫か

神
﨑 

良一 

議
員

和
気
町
の

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は

  

　柚
本 

上
下
水
道
課
長

　
水
道
も
下
水
道
も
小
さ
な
ト
ラ
ブ
ル
か
ら
大
き
な
も
の
ま
で
日
々
発
生
し
て

い
る
。現
在
の
時
点
で
、５０
万
円
未
満
の
修
繕
が
水
道
で
１
５
０
件
以
上
、下
水

道
で
約
１
０
０
件
、５０
万
円
か
ら
１
０
０
万
円
で
水
道
が
４
件
、下
水
道
が
６
件

発
生
し
て
い
る
。年
度
末
ま
で
に

年
間
３
０
０
件
ぐ
ら
い
に
な
る

と
予
想
さ
れ
る
。

　
ま
た
、上
下
水
道
課
と
総
務

事
業
課
で
９
名
が
当
番
制
で
夜

間
休
日
の
緊
急
対
応
に
当
た
っ

て
い
る
。令
和
６
年
度
１
年
間
で

１
３
０
日
出
務
し
、単
純
計
算
で

３
日
に
１
度
、夜
間
か
休
日
に
ト

ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
い
る
。

　
今
後
の
管
理
は
、水
道
ビ
ジ
ョ

ン
計
画
、下
水
道
ス
ト
ッ
ク
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
計
画
を
基
に
、現
状
を

鑑
み
て
優
先
的
な
も
の
か
ら
順

次
行
う
。し
か
し
、更
新
事
業
に

係
る
費
用
は
、水
道
で
１
０
０
億

円
以
上
、下
水
道
で
は
２
０
０
億

円
以
上
の
莫
大
な
費
用
負
担
と

な
る
た
め
、計
画
的
に
更
新
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

動画はこちら

  

　上
下
水
道
事
業
で
年
間
ト
ラ
ブ
ル
は
何
件
ぐ
ら
い
あ
る
か
。

管
理
計
画
に
よ
り
進
め
る

上
下
水
道
の
事
故
が
な
い

よ
う
な
体
制
構
築
を

西
中 

純一 

議
員

　   

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
つ
い
て
。

①
町
と
し
て
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、特
に
カ
ス
タ
マ
ー
　

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
　

る
の
か
。

②
教
育
現
場
で
は
ど
う
か
。

③
そ
の
対
策
は
。

④
S
N
S
で
誹
謗
中
傷
は
あ
る
か
。

⑤
教
員
の
成
り
手
不
足
や
休
職
者
と
カ
ス
ハ
ラ
　  

の
関
係
は
あ
る
の
か
。

  

　 則
枝 

総
務
部
長

　
①
私
た
ち
地
方
公
務
員
は
、全
体
の
奉
仕
者
と
し
て
行

政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
立
場
で
や
め
る
と
い
っ
た
選
択
が

で
き
な
い
た
め
、カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
か
ら
逃
げ
に
く
い

立
場
と
十
分
理
解
し
て
い
る
。

ま
た
、職
員
の
精
神
的
健
康
や
業
務
効
率
に
深
刻
な
影
響

を
及
ぼ
す
問
題
で
あ
る
と
は
認
識
し
て
い
る
。民
間
と
異
な

り
、完
全
に
拒
否
で
き
な
い
公
務
員
の
立
場
だ
か
ら
こ
そ
、組

織
的
な
対
応
や
法
的
手
段
を
活
用
し
な
が
ら
、職
員
の
人

権
も
尊
重
さ
れ
て
職
員
の
安
全
を
守
る
仕
組
み
を
こ
れ
か

ら
も
検
討
し
て
い
く
。

  

　 則
枝 

総
務
部
長

　
④
S
Ｎ
Ｓ
で
の
誹
謗
中
傷
と
い
う
の
は
、確
認
は
取
れ
て
い
な
い
。

現
在
、意
見
箱
で
様
々
な
意
見
を
集
約
す
る
中
で
、苦
情
の
よ
う

な
意
見
も
一
部
見
ら
れ
る
。そ
う
い
っ
た
町
民
か
ら
の
提
言
等
に
対

し
て
、組
織
全
体
で
の
議
論
を
し
た
中
で
丁
寧
な
回
答
に
努
め
て

い
る
。

 

　  嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
⑤
学
校
現
場
に
お
い
て
も
成
り
手
不
足
の
要
因
の
一つ
と
し
て

考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
が
国
の
提
言
か
ら
推
し
は
か

ら
れ
る
。

 

　  徳
永 

教
育
長

　
⑤
和
気
町
内
の
学
校
を
見
た
と
き
に
、現
在
の
と
こ
ろ
、カ
ス
タ

マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
に
よ
っ
て
教
員
が
休
む
と
い
う
よ
う
な
状
況
に
は

な
い
が
、こ
の
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策
に
つ
い
て
も
教
育
委
員
会
と
し
て

も
積
極
的
に
関
わ
っ
て
い
き
た
い
。

  

　 嶋
村 

学
校
教
育
課
長

　
②
社
会
の
環
境
が
多
様
化
、複
雑
化
す
る
中
で
、保
護
者

や
地
域
か
ら
の
過
剰
な
苦
情
や
不
当
な
要
求
な
ど
、学
校
だ

け
で
は
解
決
が
難
し
い
事
案
に
つ
い
て
、学
校
運
営
上
の
大

き
な
課
題
と
の
認
識
が
全
国
的
に
強
ま
っ
て
い
る
。ま
た
、精

  　嶋村 学校教育課長
　タブレット端末は、ノートや筆記用具と同様に文房具の一つとして、およそ７割程度、授業で活用し
ている。

  　タブレット端末を使ってどれくらいの頻度で授業を行っているか。

  　嶋村 学校教育課長
　自宅学習でも全校で活用しており、学習支援アプリの連絡帳機能を使って端末でその日の宿題
や次の日の時間割を確認するようにしている学校もある。

  　自宅でも使用しているのか。

  　嶋村 学校教育課長
　機器のトラブルでは、令和６年度中に７４台を修理する予定で、令和６年度当初予算では３６４
万３，０００円を計上した。なお、不具合が生じた場合は、予備機などを活用し学習への影響がない
ように努めている。

  　機器のトラブルは。

  　嶋村 学校教育課長
　教師にとってタブレット端末は、子どもの
学びを深めるための必要なツールの一つと
受け止めている。

  　教師にとっての受け止めはどうか。

タブレット端末を使った学校教育の現状と問題点は

神
疾
患
に
よ
る
教
員
の
病
気
休
職
者
数
は
増
加
し
続
け
て
お
り
、

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策
の
充
実
、推
進
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

　
③
今
後
の
対
応
に
つ
い
て
は
、県
教
育
委
員
会
に
お
い
て
学
校
に

対
す
る
不
当
要
求
等
の
問
題
に
関
し
、法
的
観
点
を
踏
ま
え
た
適

切
な
対
応
が
行
わ
れ
る
よ
う
実
施
さ
れ
て
い
る
ス
ク
ー
ル
ロ
イ
ヤ
ー

制
度
の
活
用
が
あ
る
。弁
護
士
に
よ
る
法
律
相
談
が
随
時
可
能
で

あ
り
、必
要
が
生
じ
た
際
に
円
滑
に
対
応
す
る
た
め
、町
と
県
の
担

当
者
が
連
携
を
図
っ
て
い
る
。
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Information

　
各
地
で
の
山
火
事
発
生
に
恐
れ

と
脅
威
を
感
じ
た
方
は
多
い
で

し
ょ
う
。岡
山
市
で
も
過
去
最
大
規

模
の
山
火
事
と
な
り
ま
し
た
。自
然

災
害
は
い
つ
起
こ
る
か
わ
か
り
ま

せ
ん
。い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
を
す

る
と
と
も
に
、地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
力
を
高
め
て
い
き
た

い
も
の
で
す
。

　
３
月
臨
時
議
会
に
お
い
て
、議
長

を
は
じ
め
、各
委
員
会
、組
合
議
会

の
顔
ぶ
れ
が
一
新
し
ま
し
た
。そ
れ

ぞ
れ
の
立
場
で
役
割
を
果
た
す
べ

く
、和
気
町
の
た
め
に
真
剣
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。今
後
と
も
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　 

　（
山
田 

浩
子
）

編
集
後
記

和気町議会広報編集委員会　岡山県和気郡和気町尺所555番地　TEL0869-93-1121（代）
和気町議会ホームページ　https://www.town.wake.lg.jp/gyoseijoho/wakichogikai/

和気町議会
ホームページはこちら！

和気町議会 検索

和気町議会

第76号
令和7年
3月定例会

❹ 令和7年度 主要事業について　❽ 質疑と答弁　10 委員長報告　12 一般質問
❷ 新しい議会の構成が決まりました

「春を彩る町木」

今月の表紙

撮影場所：
撮 影 者：
コメント：

和気町内
議会広報編集委員会
町木である桜が、町内を鮮やかに彩りました。桜を
様 な々角度から楽しんでもらうために、今回は写真を
盛り沢山にしてみました。

一部加工・トリミングして掲載しています。

受賞おめでとうございます
全国町村議会議員特別表彰

当 瀬 万 享　議 員

　あなたが撮った写真が『議会だより』の表
紙になります！発行月（1、4、7、10 月）にふさ
わしい町民の笑顔やイベント行事などの写
真をお送りください。採用になったお写真は
『議会だより』表紙に掲載するとともに、誌面
で紹介させていただきます。また、和気町ＰＲ
グッズを差し上げます。
＊詳しい応募要項は、和気町議会ホームページをご覧いただくか、事務局までお問い合わせください。

写真はイメージです。

表紙写真を募集しています


